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目録業務設計で何を目指したか

流通する
データ

国際化

効率化



変えたところ

• KSII： システム分散・コントロール集中

• KSIII：システム統合
フローの変更

• KSII：著作責任単位

• KSIII： 和：物理単位、洋：OCLCが原則
書誌単位の変更

• パッケージシステムはローカル項目
を増やすことはできない

• 統計の見直し
コードの整理

学内で
の合意



目録業務のコンセプト
1つのシステムで1つの書誌を効率よく使う

発注から支払い、参照までトータルに処理

所蔵中心のKSII→書誌中心のKSIII

作成 書 誌 完成

発注 支払 目録作業

書誌書誌

発注 検品 支払受入 目録作業

書誌調達 所蔵データ

ちょいす/KOHEIは発注のための書誌
＝発注単位の書誌作成
CALISは目録のための書誌
→完全に分かれたシステムで異なる
データを作成

Alephは発注・目録が同じシステム
＝重複チェックが容易
→ゴミ書誌が増えないような運用がポ
イント
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変えたところ ２

• KSII  ：所蔵ありきのシステム

• KSIII ：書誌ありきのシステム
データは1つに

• 総合目録と特殊言語目録の統合

• 発注目録と参照目録の統合目録の統合

• KSI時代

• KSII時代
典拠ファイルの復活



雑誌書誌 書誌 IDに図書 /雑誌の区別
(TT/ZZ)はありません

資料種別(Material type)
予算CDは
図書/雑誌どちらも設定可能

Serials order

Subscription

Holdings
record

ITEM

所蔵IDに図書/雑誌の区別
(M/B/V)はありません

資料種別(Material type)
取扱区分(Item Status)は
図書/雑誌どちらも設定可能
資料種別を基にBOOKIDを
添付します



変えなかったところ

• MARC21フォーマットのレギュラーフィールドで
日本語を使う

• 形態素を維持する







工夫例：Aleph機能を使って

• 媒体別のテンプレート

• 業務で便利なテンプレート
テンプレートの活用

• (例)OCLCから中国語書誌を取り込む

• (例)コンプリートな780/785の作成
Fix_doc.の設定

• (例)コードを選択する

• (例)LCSHの定型の文言のサブフィールドをリスト
しておく

定型リストからの選択







加えた機能

• Happiness GatewayでWKR・シーケンス付与

• Happiness Gatewayで日本人名典拠レコードを作成日本語のために

• Gatewayで取り込める書誌を増やす

• JAPAN MARC→MARC21へのマッピング流用のために

• 請求記号付与と配置・貸出規則制御

• 一括入力処理

• 継続タイトル管理システム
効率化のために



Aleph

⽬録

Happiness

目録作業サポート
WKRフィールドの作成

LCSHを抽出しWebで
(請求記号・BSH・タイトル等から)
検索・表示する

目録の外部システム

外付けモジュール

LCSH
付与支援

各地区でのサポート

各地区
ローカル処理

Z39.50
GW

Z39.50プロトコルを
SRWに変換し、
Webアクセスを行う

書誌データの取込

書誌データの登録

1日単位でLCSHを抽出

Book
WebPro

OCLC

TRC

・・・



注意が必要だったところ

• 書誌を中心にしたデータ間の関係性データ同士の関係性

• システムの効率性を考慮する

• SPに対応できる設計にする
あまり凝らない…

• 高機能なシステム

• 親和性のターゲット

• アラート
捨てる機能を見極める



導入後の状況

• 処理冊数の移り変わり

• 数と内容の変化＝コピーVSオリジナル
業務実績

• 未遡及資料

• 要改修

• 典拠整備

• データの関係性に縛られる部分への対応

課題





電子リソースの目録データとの関係

• Aleph OPACは紙のみ

• Primoを前面に
AlephとPrimo

論文タイトルの検索

Google Booksへのリンク

全文検索


